「多変量解析における最近の話題」に関する研究報告
狩野　裕（大阪大学 大学院基礎工学研究科）
星野崇弘（名古屋大学 経済学研究科）
１．研究目的
多変量解析における最近の重要な研究テーマは，超高次元データの解析，統計的因果推論，非正規母集団における統計的推測，不完全データの分析，また，各個別分野での応用を意識したモデリングと推測理論（e.g., 金融工学，生物統計学，計量心理学，社会統計学，品質管理）であろう．今回の研究集会は，これらから特定のテーマに絞ることなく，多変量解析全般に関する最新の成果をもちより議論するという立場をとった．
２．研究計画
本研究は，平成20年に下記の研究集会を開催し若手からベテランの研究者がつどい最新の研究成果を報告し議論を重ねることによって遂行された．特に，統計的決定論の第一人者である久保川達也教授（東京大学）と計量心理学の著名な研究者である林健太郎教授（ハワイ大学）を招聘し，特別講演をお願いした．また，各講演への討論者として栗木哲教授（統計数理研）と藤澤洋徳准教授（統計数理研）にお越しいただいた．具体的な日程等は以下のとおりである．
研究集会： 多変量解析における最近の話題
研究分担者： 狩野　裕(大阪大学)
研究協力者： 星野崇宏(名古屋大学)
期日： 平成２０年９月２９日（月）～１０月１日（水）
参加人数： 約40名
会場： 大阪大学 基礎工学部 Ｇ棟５階(Ｇ５０８) 
３．研究成果
本研究集会では上記目的に沿った16件の研究報告が行なわれた．報告件数が十分に多く，また，バランスの取れたプログラムであった．138頁からなる大部な予稿集を作成した．　各報告の詳細については，これに続く発表者による発表要約か予稿集を参照されたい． なお，本研究集会は，科学研究費基盤研究 (B) 18300094（研究代表者: 狩野　裕）との共催で行われた．
本研究集会の講演者および講演題目は以下のとおりである．

1.  松井秀俊（九州大・数理・院）・小西貞則（九州大・数理）
「$L_1$ 正則化法に基づく関数回帰モデリング」
2.  林　邦好(北海道大・情報科学・院）
「Webユーザビリティ定量評価における多変量解析」
3.  宮崎　慧（東京大・総合文化・院）・星野崇宏（名古屋大・経済）・繁桝算男（東京大・総合文化）　　
「ベイズセミパラメトリックモデルを用いた因果の方向性の検討」
4.  佐藤健一（広島大・原医研）・柳原宏和（広島大・理）
「Estimation of varying coefficients for a growth curve model」
5.  矢田和善(筑波大・数理物質・院)・青嶋　誠(筑波大・数理物質）
「高次元小標本における固有値の推定とその応用」
6.  横山　暁（慶応大・理工・院）・中山厚穂(立教大・経営)・ 岡太彬訓（多摩大・経営情報）
「単相3元重複クラスター分析法とその応用に関する研究」
7.  安藤雅和（統計数理研）・津田博史（同志社大学・理工）・田野倉葉子(ラッセルインベストメント)・佐藤整尚 (統計数理研)・北川源四郎 (統計数理研)
「債務担保証券(CDO)の統計的解析」
8.  兵頭　昌 （東京理科大・理・院）
「高次元データに対する線形判別法の比較」
9.  小泉和之（東京理科大・理・院）・岡本直也（東京理科大・理）・瀬尾　隆（東京理科大学・理）
「多次元データの正規性検定について」
10.  川野秀一（九州大・数理・院）・小西貞則（九州大・数理）
「半教師あり学習法に基づく識別・判別問題」
11.  林健太郎（ハワイ大学）・柳原宏和（広島大・理）
「Second-Order Bias-Correction of AIC for Selecting Structural Equation Models」
12.  久保川達也（東京大・経済）
「線形混合モデルと小地域の推定---特に変数選択基準の導入を巡って
13.  高井啓二（大阪大・基礎工・院）
「グラフィカルモデルによる欠測のモデリングとその周辺」
14.  星野崇宏（名古屋大・経済）
「クロスセクションデータからの「差分の差」による因果効果推定：背景情報が利用出来る場合」
15.  柳原宏和（広島大・理）・佐藤健一（広島大・原医研）
「An unbiased Cp criterion for multivariate ridge regression」
16.  紺谷幸弘（大阪大・基礎工・院）・狩野 裕（大阪大・基礎工）
「RMSEAに対するBCa法の適用」

討論者　　栗木　哲（統計数理研），藤澤洋徳（統計数理研）
以上
